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２㹁３㸮 

㖔工業系公タヨ験研究機関の現状と⏘業⯆をᅗるためのຠ⋡的活動 

 

 
 （Ἑ㔝ຬே㸦ᒸ山┴工業ᢏ⾡センターۑ

Ọ田ஓ㸦ᕞ大学大学㝔⤒῭学研究㝔） 

 

 

 

㸯㸬はじめに 

 公タヨ験研究機関は、ᆅ方自యによってタ⨨されたヨ験研究機関である。そのうࡕ㖔工業系公タヨ

は、ᆅ域⏘業の⯆、中ᑠ業のᢏ⾡的ᨭをᅗることを目的としてタ⨨され、ᢏ⾡相ㄯ、౫㢗ヨ験分

析・タഛ機ჾの㛤ᨺ用、研究㛤発といった業務を担っている。自యのᨻ策に対する評価がཝしくၥ

れる時代に、公タヨについてもᐈ観的な評価やᆅ域における公タヨの役を明確にすることがồめらࢃ

れている。ᆅ域の⏘業⯆をᅗる目的でタ❧された公タヨの⏘業⯆ཬࡰす影響を᳨ウし明らかにす

る事は、ᚋ公タヨが活動するうえで重要な要件である。 
 本研究では、㖔工業系公タヨ験研究機関の現状を分析評価し、⏘業⯆をᅗるための公タヨの役や

ຠ⋡的活動を明らかにすることを目的とした。 
 

㸰㸬ඛ行研究 

公タヨの役を᳨ウした代⾲的なඛ行研究として、௨ୗの研究がᣲࡆられる。⚟川 1)は、ᆅ域におけ

る大学や公的研究機関の知識の㟂要ࢧイドと౪給ࢧイドを、ᆅ域の中ᑠ業における研究㛤発の集⣙ᗘ

や྾能ຊ、またᆅ域の大学やᅜ研の中ᑠ業との連ᦠの⥭ᐦ性を㍈に指ᶆ化し、公タヨから中ᑠ業

の知識⛣㌿ࣔデルを構築している。またすᑿ 2)は、工業系公タヨの聞きྲྀり調査を基に、公タヨの

ᨵ㠉のྲྀり⤌ࡳの状ἣを♧したうえで、自యにおける中ᑠ業ᨭ事業との༠働活動をᙉ化し、ᆅ

ඖ中ᑠ業のゼၥを基♏とする連ᦠをᙉ化するᚲ要があることを㏙ている。また Shapira3)は、公

タヨの㉁はඛ➃的ではなく、中ᑠ業は᪤Ꮡᢏ⾡のᨵⰋや、┤㏆のၥ題ゎỴに公タヨを用しているこ

とを㏙ている。また「公タヨ⤒Ⴀの基本ᡓ␎」4)では、公タヨのあるきጼをᐇ現するため、公タヨ

における研究の目的やᡂ果の評価᳨ドを行い、᭷ຠ性を明確にすることをồめている。さらに山本 5)は、

ᚋの公タヨのあり方として、ᆅ域における科学ᢏ⾡⯆やイノ࣋ーࣙࢩン⯆の᰾となり、ᗈ域連ᦠ

の❆ཱྀとなり、プロジ࢙クトコーディネータや大学とは異なる研究㡿域をᐇし、またேᮦ⫱ᡂの機能

を充ᐇさせることがᚲ要とᥦゝしている。 
 これらのඛ行研究では、公タヨのᚋのあり方が、公タヨにとって大きな課題であることが♧されて

いる。公タヨの活動を評価することが㏆年ồめられ、ඛ行研究でも指されている。しかし、公タヨの

評価をするうえで、タ❧目的である⏘業⯆公タヨの活動がᐤ与しているのか、といったⅬはこれま

でに᳨ウされていない。公的ヨ験研究機関の⏘業⯆のἼཬຠ果、公タヨの役はఱであるか、ྛ┴

ヨ験研究機関を公タでタ⨨するᚲ要性、といったᐈ観的評価がᚋ公タヨが活動するうえでᚲ㡲の要

件である。 
 

㸱㸬方法 

 全ᅜにᏑᅾする公タヨ験研究機関のうࡕ、㖔工業関ಀの公タヨ 63 機関を対象とし、公タヨの活動状

ἣを分析した。データは公タヨ験研究機関現ἣ㸦日本⏘業ᢏ⾡⯆会⦅）のᖹᡂ 17 年ᗘ㹼ᖹᡂ 21 年ᗘ

∧を用い、┤㏆ 5 年間の分析を行った。ྛ 公タヨの活動データは、インプット項目、アウトプット項目、

アウトカ࣒項目に分㢮した㸦ᅗ㸯）。 
 また、これらのデータは主ᡂ分分析を行い、抽出された主ᡂ分得Ⅼが特ᚩ的に高い公タヨについて、

インプット、アウトプット、アウトカ࣒の相関関ಀを分析し、公タヨのタイプを分㢮した。 
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             ᅗ㸯 活動データの分㢮 
 
 
㸲㸬結果およࡧ考察 
 
4.1 活動状ἣの⤒年ኚ化 
 㖔工業関ಀの公タヨ 63 機関を対象として活動状ἣをインプット、アウトプット、アウトカ࣒項目に

分㢮し、⤒年ኚ化について分析した。その結果、インプット項目としてᢏ⾡職ဨᩘや研究費は減少ഴ向

にあるが、研究ᩘや༤ኈྲྀ得者合は増ຍഴ向にあった。 
アウトプット項目については、ᢏ⾡相ㄯ件ᩘや౫㢗ヨ験件ᩘは 5 年間で⣙ 2 増ຍし、タഛ用件ᩘも

増ຍした。ㅮ⩦会、研ಟ会の㛤ദᅇᩘは増ຍしたが、研ಟ生受けධれᩘはこの 5 年間で⣙ 3 減少した。

研究ᡂ果の外部発⾲では、誌上発⾲ᩘやཱྀ㢌発⾲ᩘにはとࢇどኚ化はなかったのに対し、特チ出㢪ᩘ

は 1 ௨上増ຍし、特チᐇチㅙ件ᩘについても 4 増ຍした。 
アウトカ࣒項目については、౫㢗ヨ験分析ධ、機ჾ用ධ、受ク研究ධ、さらに特チᐇチㅙ

ධは、いずれの項目も増ຍした。 
 
4.2 主ᡂ分分析 
 主ᡂ分分析を行った結果、ᅛ᭷್ 1 ௨上で 3 つの主ᡂ分が抽出された。これら主ᡂ分の⣼✚ᐤ与⋡は

46%である。主ᡂ分負荷㔞より、主ᡂ分 1 は、༤ኈ合、誌上発⾲ᩘ、ཱྀ㢌発⾲ᩘ、特チ出㢪ᩘ、特チ

ᐇᩘのኚᩘが高い್となった。主ᡂ分 2 は、ᢏ⾡相ㄯ件ᩘ、タഛ用件ᩘのኚᩘが高い್である。ま

た主ᡂ分 3 は、౫㢗ヨ験件ᩘと౫㢗ヨ験ධのኚᩘが高い್となった。௨上より、ኚᩘ 1, 2, 3 を௨ୗの

ように定⩏した。 
 主ᡂ分㸯 㸸 研究㛤発ᡂ果のᙉᗘ 
 主ᡂ分㸰 㸸 ၥ題ゎỴ能ຊのᙉᗘ 
 主ᡂ分㸱 㸸 ヨ験分析能ຊのᙉᗘ 
 ḟに、主ᡂ分 1、2、3 の特ᚩをさらに明らかにする目的で、それぞれの得Ⅼが 2 ௨上の公タヨを抽出

し、インプット、アウトプット、アウトカ࣒項目の相関関ಀについて᳨ウした。 
 主ᡂ分 1の負荷㔞が高い、特ᚩ的な 7機関の相関関ಀについて᳨ウした。その結果、研究㛤発ᡂ果の

ᙉᗘが高い公タヨの特ᚩとして、アウトカ࣒項目の౫㢗ヨ験ධは研究課題ᩘや౫㢗ヨ験件ᩘと相関が

認められた。また、機ჾ用ධはタഛ用件ᩘと相関が認められた。また特チධは特チᐇᩘと相

関が認められた。また外部ධ合計㢠は、受ク研究ධと相関(᭷意Ỉ‽ 1%)が認められた。 

 さらに、アウトプット項目の౫㢗ヨ験件ᩘはインプットの研究課題ᩘと、特チᐇᩘは研究課題ᩘと

༤ኈྕྲྀ得合と、相関が認められた。主ᡂ分 1 は、༤ኈ合、誌上発⾲ᩘ、ཱྀ 㢌発⾲ᩘ、特チ出㢪ᩘ、

特チᐇᩘのኚᩘの負荷㔞が高い。これより、主ᡂ分 1 は研究㛤発にὀຊしているとゎ㔘でき、主ᡂ分

1 が高い公タヨの特ᚩとして、研究課題ᩘを多くᐇし、研究㛤発活動を活発にᐇすることで研究㛤

発ຊを高め、その高い研究㛤発能ຊを基に業等の外部からの受ク研究を中心に活動していることが᥎

定された。 
 ḟに、主ᡂ分 2 の負荷㔞が高い、特ᚩ的な 5 機関の相関関ಀについて᳨ウした。その結果、主ᡂ分 2
のၥ題ゎỴ能ຊのᙉᗘが高い公タヨの特ᚩとして、アウトカ࣒項目の特チධはᢏ⾡相ㄯ件ᩘと相関が

高く、また誌上発⾲件ᩘとも相関が認められた。また、アウトプット項目のᢏ⾡相ㄯ件ᩘはインプット
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発ຊを高め、その高い研究㛤発能ຊを基に業等の外部からの受ク研究を中心に活動していることが᥎

定された。 
 ḟに、主ᡂ分 2 の負荷㔞が高い、特ᚩ的な 5 機関の相関関ಀについて᳨ウした。その結果、主ᡂ分 2
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高く、また誌上発⾲件ᩘとも相関が認められた。また、アウトプット項目のᢏ⾡相ㄯ件ᩘはインプット

の༤ኈྕྲྀ得合と相関が認められた。主ᡂ分 2 は、ᢏ⾡相ㄯ件ᩘ、タഛ用件ᩘのኚᩘの負荷㔞が高

い。これより、主ᡂ分 2 が高い公タヨの特ᚩとして、業等の外部からの相ㄯを受け、そのၥ題を種々

の機Ე⨨を用いてゎỴする過⛬でၥ題ゎỴ能ຊを高めていることが᥎定された。 
 ḟに、主ᡂ分 3が高い、特ᚩ的な 7機関の相関関ಀについて᳨ウした。その結果、主ᡂ分 3 のヨ験分

析能ຊのᙉᗘが高い公タヨの特ᚩとして、アウトカ࣒項目の機ჾ用ධはཱྀ㢌発⾲ᩘと相関が認めら

れた。また特チධは、受ධれ研ಟ生ᩘと相関が高く、༤ኈྕྲྀ得合や౫㢗ヨ験件ᩘ/ᢏ⾡職ဨ、特

チᐇᩘ/ᢏ⾡職ဨと相関が認められた。また外部ධ合計㢠は、౫㢗ヨ験ධと受ク研究ධに相関

㸦᭷意Ỉ‽ 1%）が認められた。また、アウトプット項目の౫㢗ヨ験件ᩘと特チᐇ件ᩘは、インプッ

トの༤ኈྕྲྀ得合と相関が認められた。主ᡂ分 3 は、౫㢗ヨ験件ᩘと౫㢗ヨ験ධのኚᩘの負荷㔞が

高い。これより、主ᡂ分 3 が高い公タヨの特ᚩとして、業等の外部からのヨ験分析や機ჾ用の౫㢗

を受け、そのヨ験分析をする過⛬で分析ヨ験能ຊを高めていることが᥎定された。 
 このように、全ᅜの㖔工業系公タヨの活動データを基に、機能の分析をヨࡳた結果、3 つのタイプに

分㢮された。つまり、ձ研究㛤発にຊをධれている公タヨ、ղၥ題ゎỴにຊをධれている公タヨ、ճヨ

験分析にຊをධれている公タヨの 3 タイプである。このように機能で分㢮できるということは、ྛ公タ

ヨがそのᆅ域特性をᫎした活動を行っている、ということを意していると考えられる。 
公タヨ験研究機関は、ྛᆅ域の⏘業⯆を目的にタ❧されており、その活動はᆅ域の㛗いṔྐやその

ᆅ域の⏘業をᫎしている。⏘業⯆は、特に➨二ḟ⏘業の中心である〇造業の⯆に┤結している。 

ྛ業は新ᢏ⾡の㛤発やຍ価್を高めた〇ရ㛤発等を行っているが、これには研究㛤発能ຊがᚲ要と

なる。特にձのタイプに属する公タヨは、活動項目の相関分析より、Ἴཬຠ果の高い研究㛤発活動をᮇ

ᚅするためには、┴内機関にຍえて、できるだけ多くの┴外業をຍえた外部資金ᑟධによるඹ同研究

をᐇし、その研究㛤発ᡂ果をඹ同で出㢪する活動が重要であると᥎察された。さらにその研究㛤発ᡂ

果を、✚ᴟ的にᗈ報する活動が重要と᥎察された㸦ᅗ㸰）。 
 
 

     
 

                ᅗ㸰 研究㛤発活動 

 

㸳㸬まとめ 

全ᅜ 63 の㖔工業系公タヨの┤㏆ 5 年間の活動データを分析した。活動状ἣをインプット、アウトプ

ット、アウトカ࣒項目に分㢮し、⤒年ኚ化について分析し、ྛ活動の動向を᳨ウした。さらに、これら

の項目を主ᡂ分分析して公タヨの機能を特ᚩづけ、ຠ⋡的な⏘業⯆をᅗるための活動を᥈った。 
その結果、全ᅜの公タヨでは、ᢏ⾡職ဨや研究費の減少が続き、研究費を得るために外部資金ᑟධの

研究を増やしているഴ向が明らかになった。特に、公タヨが研究㛤発を㐍めるうえで重要なࣇクター

であるேဨやண⟬の๐減は、公タヨにおける課題である。 
本分析の中で、公タヨをձ研究㛤発ᡂ果のᙉᗘが高いタイプ、ղၥ題ゎỴ能ຊのᙉᗘが高いタイプ、

ճヨ験分析能ຊのᙉᗘが高いタイプ、に大別した。 
ձのタイプでは、研究課題ᩘを多くᐇし、研究㛤発活動を活発にᐇすることで研究㛤発ຊを高め、

その高い研究㛤発能ຊを基に業等の外部からの受ク研究を中心に活動していることが᥎定された。ղ

のタイプでは、業等の外部からの相ㄯを受け、そのၥ題を種々の機Ე⨨を用いてゎỴする過⛬でၥ

題ゎỴ能ຊを高めていることが᥎定された。ճのタイプでは、業等の外部からのヨ験分析や機ჾ用

の౫㢗を受け、そのヨ験分析をする過⛬で分析ヨ験能ຊを高めていることが᥎定された。 
 特にձのタイプに属する公タヨは、活動項目の相関分析より、Ἴཬຠ果の高い研究㛤発活動をᮇᚅす

るためには、┴内機関にຍえて、できるだけ多くの┴外業をຍえた外部資金ᑟධによるඹ同研究をᐇ
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し、その研究㛤発ᡂ果をඹ同で出㢪する活動が重要であると᥎察された。さらにその研究㛤発ᡂ果を、

✚ᴟ的にᗈ報する活動が重要と᥎察された。 
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